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長南町における流域対策の今後の取組みについて
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長南町の取組状況と今後の取組みについて

一宮川流域治水協議会
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長南町部会

被害対策分科会 雨水貯留分科会
成果成果

〇建築に関するルールを策定

「長南町浸水警戒区域に関する条例」
※県で進めている河道拡幅や調整池
の整備、輪中堤の設置後も浸水被
害が残存する地域において、新た
に建設される家屋が浸水被害にあ
わないようにするため

〇ため池やダムでの低水位管理の実施

※雨水を出来るだけ貯めるため

〇田んぼダムの実証実験の実施

※下小野田地区において既に実施し
ていた田んぼダムを活用し、まと
まったエリアで一体として貯留す
る方法の効果を検証した

取組み状況
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〇田んぼダム実証実験の結果

１．先進地視察

今後の取組み 雨水貯留の検討を進めています！！

保全活動を実施している１９組織など

２．協議や検討

（田んぼダム）

行政

保全活動
組織

揚水組合 担い手〇秋耕時の畔塗り（畦畔保護）

幅広く周知・協議・検討

連携が重要！！
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■ 特定都市河川に指定されたことにより、
雨水浸透阻害行為（面積1,000m2以上）に対して、知事の許可が必要になり、
雨水貯留浸透施設の設置が義務付けられた。

注意！！

※開発行為に一定の条件を付けることによる
長生地域の開発動向の減少にならないか？

水害対策に取り組んでいる地域をアピール！！
※開発事業者に開発しにくい地域という印象を
与えない。流域治水による水害対策にしっか
り取り組んでいる安全な町をアピールするた
め、県・流域市町村の協力が重要！

（開発行為などの雨水浸透阻害行為を禁止するものではなく、 雨水浸透阻害行為により雨水が地面に浸透しなく

なる分について、流出を抑制する対策を求めるもの）

開発 貯留 安心
安全＋

＋
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